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社会還元加速プロジェクト社会還元加速プロジェクト

３．多様な人生を送れる社会

・高齢者・有病者・障害者への在宅医療・介護の支援在宅医療・介護の支援

４．世界的課題解決に貢献する社会

・食料問題への影響を回避し、環境・エネルギー

問題に貢献するバイオマス資源の総合利活用バイオマス資源の総合利活用

５．世界に開かれた社会

・言語の壁を乗り越える音声コミュニケーション技術言語の壁を乗り越える音声コミュニケーション技術

１．生涯健康な社会

・失われた人体機能を再生する医療人体機能を再生する医療

２．安全・安心な社会

・国民一人一人が必要な情報を一元的に受

け取ることが可能な災害情報通信システム災害情報通信システム

・交通事故の激減、環境負荷（ＣＯ２排出）低減、

生産性向上に寄与する高度交通システム高度交通システム

要素技術を融合し、実証研究を通して成果の社会還元を加速する先駆的なモデルプロジェクト要素技術を融合し、実証研究を通して成果の社会還元を加速する先駆的なモデルプロジェクト

施策の概要施策の概要

２０２５年２０２５年現在（現在（20082008年）年）

２００８～２００８～２００８～ 新技術の社会への還元新技術の社会への還元

基礎・基盤的技術など

大学等での萌芽的研究

社会還元加速プロジェクト社会還元加速プロジェクト

システム改革を伴う実証システム改革を伴う実証システム改革を伴う実証 異分野融合領域異分野融合領域異分野融合領域

実証段階に到達する技術

・各プロジェクト毎にロードマップを策定 （平成20年5月総合科学技術会議本会議報告）
・当該ロードマップに沿って、着実にプロジェクトを進め、社会への還元を加速

・各プロジェクト毎にロードマップを策定・各プロジェクト毎にロードマップを策定 （平成（平成2020年年55月総合科学技術会議本会議報告）月総合科学技術会議本会議報告）
・当該ロードマップに沿って、着実にプロジェクトを進め、社会への還元を加速・当該ロードマップに沿って、着実にプロジェクトを進め、社会への還元を加速

官民協力官民協力官民協力
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企業

企業

企業

大学

金融

機関 研究

機関

自治体

科学技術による地域活性化科学技術による地域活性化 １．現状１．現状

z ８府省１７施策の連携強化

地域科学技術施策の成果地域科学技術施策の成果

z 特許出願件数２，２３０件

z 事業化件数８０３件

z ５万件の新事業創出
z ８００件の創業
z クラスター参画企業１社当たり平均売上高の増加

（Ｈ12年度：32億円→Ｈ17年度：36億円）

課 題課 題

知的クラスター創成事業 産業クラスター計画

地域科学技術クラスター連携施策群

① 試作した技術を事業化する主体が地域内に存在しない。

② 開発した先端的な技術の市場が開拓できない。

③ 地域科学技術施策の相乗効果が発揮されていない。

① 試作した技術を事業化する主体が地域内に存在しない。

② 開発した先端的な技術の市場が開拓できない。

③ 地域科学技術施策の相乗効果が発揮されていない。

一定の成果を上げてはいるが

人 材人 材

・優秀なコーディネーター人材の不足

・研究・開発人材の不足（流出）

・大学、企業など、地域としての統一

ビジョンがない

地 域 マ ネ ジ メ ン ト地 域 マ ネ ジ メ ン ト

・大学の産学官連携機能が弱い

・イノベーション創出拠点形成が不十分

・事業化支援策が不十分

・組織の枠を超えた地域内連携が不十分

・地域を超えた広域連携が不十分

内 外 と の つ な が り 力内 外 と の つ な が り 力

大 学 等 の 産 学 官 連 携大 学 等 の 産 学 官 連 携
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科学技術による地域活性化科学技術による地域活性化 ２．多様性・グローバル拠点強化２．多様性・グローバル拠点強化

基本的視点基本的視点 地域科学技術施策本来の目的である「地域の活性化」と、それによる

「国の国際競争力強化」を効果的・効率的に達成するために、

地 域 の 独 自 性 と 国 全 体 と し て の 多 様 性 の 確 保 （ 多 様 性 強 化 戦 略 ）

「グローバル科学技術拠点」候補への重点投資 （グローバル拠点強化戦略）

新 し い ビ ジ ョ ン と し て 地 域 拠 点 の 「 エ コ シ ス テ ム 形 成 」

地 域 の 独 自 性 と 国 全 体 と し て の 多 様 性 の 確 保 （ 多 様 性 強 化 戦 略多 様 性 強 化 戦 略 ）

「グローバル科学技術拠点」候補への重点投資 （グローバル拠点強化戦略グローバル拠点強化戦略）

新 し い ビ ジ ョ ン と し て 地 域 拠 点 の 「 エ コ シ ス テ ム 形 成 」

１．

２．

３．

（グローバルレベル）

科
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術
に
よ
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域
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え
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力
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技
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ベ
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ど
） 多 様 性 強 化 戦 略

地域Ａ 地域Ｂ 地域Ｃ 地域Ｄ 地域Ｅ

グローバル拠点強化戦略

「多様性強化戦略」による

地域主体の成長

グローバルレベルの拠点に対する

「グローバル拠点強化戦略」による成長
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科学技術による地域活性化科学技術による地域活性化 ３．地域拠点のエコシステム３．地域拠点のエコシステム

新 し い ビ ジ ョ ン と し て 地 域 拠 点 の 「 エ コ シ ス テ ム 形 成 」新 し い ビ ジ ョ ン と し て 地 域 拠 点 の 「 エ コ シ ス テ ム 形 成 」

エコシステム：植物、動物および微生物の群集とこれらを取り巻く非生物的な環境とが相互に作用し

一つの機能的な単位を成す複合体に因んで命名。

エコシステム：植物、動物および微生物の群集とこれらを取り巻く非生物的な環境とが相互に作用し

一つの機能的な単位を成す複合体に因んで命名。

企業

企業

企業

大学

金融

機関 研究

機関

自治体

３

新製品新製品
・新技術の創出・新技術の創出

成
長

資金の流入
・研究資金
・エンジェル税制

コア機関
(マネジメント)

ベンチャー

人材の流入･流動･定着
・コーディネーター等の育成
・ポスドクの活用
・奨学金

国の制度改革
・受注機会の拡大 ・試験研究設備の共同利用
・交付税措置 ・大学発ベンチャーに対する出資

エ コ シ ス テ ム 形 成

連携強化
・産学官・金融連携
・中小企業と大手企業の連携

企業
企業

大学

金融

機関 研究

機関

自治体

マネジメントの強化
・ビジョンの共有
・PDCAサイクル

大学の産学官連携機能
の強化
・産学官連携体制の強化
・研究施設開放

人材の流出

従来の地域拠点従来の地域拠点


